
機体全体の図があると、
より分かりやすい。

最大径、最大長は
ロケットに搭載可能かを
判断するために必要。

図面で伝えにくい
ところには注釈を。

ロケット側に加工が必要な場合は
加工の手がかりになる寸法を記入する。
※「設計仕様書(ロケット側への加工要望)」
　にもその旨を記入する。

三面図(第三角法)が基本。必要な寸法が記入されていれば簡略図でよい。手書きで充分。
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